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19年3月期 サマリ 

業績 7期連続増収増益（過去最高益を更新） 

各事業 各事業ともに純増数は前期比増 

営業収益 ：670億円  (yoy +2.8％) 
営業利益 ：129億円  (yoy +4.0％) 

モバイル 

FTTH 

純増数   ： 27,300契約 (yoy + 5.8％） 
総契約数 ：709,300契約  (yoy + 4.0％） 

純増回線数：  8,800回線 (yoy +  4.4％) 
累計回線数： 95,300回線 (yoy +10.1％) 

18期連続増配予定 配当 
一株当たりの期末配当金を68円に上方修正 
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*1 投資有価証券売却益 
*2  3G携帯電話向けサービス(au)の2022年3月末サービス終了に伴う設備の撤去引当 
*3  親会社株主に帰属する当期純利益 

連結損益概況 

百万円 
18.3期  
通期    

19.3期  
通期  増 減 増減率 

   営業収益 65,176  67,013 +1,837 +2.8% 

   営業利益 12,449  12,949 +500 +4.0% 

       特別利益*1     -   672 +672   -  
       特別損失*2     -   630 +630   -  
  当期純利益*3 8,645  9,326 +681 +7.9% 

   EBITDA 19,092  19,659 +567 +3.0% 

 
 
 



19,999  20,656  

45,177  46,357  

65,176  67,013  

18.3期 通期 19.3期 通期 

+1,837 

18.3期 通期 19.3期 通期 

営業収益・営業利益の状況 

百万円 
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電気通信 

営業収益、営業利益ともに過去最高を更新 

■営業収益 ■営業利益 

+500 

電気通信 

附帯 附帯 

+1,180 

+657 

12,949 12,449 



営業収益
(電気通信) 

設備関連 
コスト等 

営業関連 
コスト 

18.3期 
 通期 

19.3期 
 通期 

設備関連コストが増加したものの顧客基盤拡大による 
電気通信事業収入の増により増益 

12,449 12,949 

+５００ 

営業収益   
  (附帯) 

+634 
+702 

+657 +1,180 

・端末販売売上などの増 ・端末販売原価などの増 

・契約数増加(モバイル) 
・回線数増加(FTTH) 

営業利益 増減要因 

百万円 
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■営業利益 ■営業収益 

修正業
績予想

12,900 

12,449  

18.３期 19.３期 

修正業
績予想

66,500 

65,176  

18.３期 19.３期 

67,013 

修正業績予想対比 

営業収益・利益ともに修正業績予想をクリア 

通期 

百万円 
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通期 

12,949 
+1,837 

+500 



百万円 
18.3期  
通期    

19.3期  
通期  増 減 増減率 

フリーキャッシュフロー 3,859  4,607 +748 +19.4% 

      関係会社への 
   貸付増減額を除く 6,562  5,410 -1,152 -  
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北大東島基地局 

その他業績概況 

設備投資 6,392  6,910 +517 +8.1% 



6,882  
6,392  

6,910  

17.3期 18.3期 19.3期 

5,269 

設備投資 

百万円 

8 

YoY 
＋517百万円 

設備投資は、概ね計画通りに推移 

通期 



モバイル 
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  総合ARPA(円) * 6,715  6,826 +111 +1.7% 

      au通信ARPA* 6,380  6,444 +64 +1.0% 

     付加価値ARPA* 335  382 +47 +14.0% 

18.3期  
通期    

19.3期  
通期  増 減 増減率 

 純増数 25,800  27,300 +1,500 +5.8% 

 総契約数 682,000  709,300 +27,300 +4.0% 

  携帯電話総販売数 241,900  238,100 -3,800 -1.6% 

モバイル稼働概況・ＡＲＰＡ 

10 *MVNOおよびプリぺイドを除く 

純増数、ARPAとも前期比増 



3,500  

4,700  

7,500  

10,100  

6,900  7,000  

5,400  

8,000  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

25,800  

18.３期 19.３期 

モバイル純増数 
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   18.3期          19.3期 

4Qは今期最高水準の8,000を獲得 

 ■四半期推移   ■通期実績 

+1,500 

通期では前期を上回る27,300で着地 

-2,100 
YoY 

27,300 



   18.3期        19.3期 
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

   18.3期         19.3期 

UQモバイル沖縄・au契約数推移 
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 ■UQモバイル沖縄契約数推移 

UQモバイル沖縄は前期比1.6倍の水準 
auも順調に増加し、顧客基盤は着実に拡大 

1.6倍 
 ■au契約数推移 



   18.3期          19.3期 

0.77% 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

*データ専用端末、タブレット、モジュールを除く 

0.80% 

新料金プラン稼働・解約率推移 
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2万 

6万 

10万 

13万 

17万 

20万 

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

 ■au新料金プラン契約数 

   18.3期        19.3期 

 ■解約率の推移 

新料金プランは増加したものの、解約率は上昇 

23万 



1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

1人当たりのモバイルデバイス数・au通信ARPA 
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 ■1人当たりモバイルデバイス数 

   18.3期          19.3期 

6,341  
6,478  

18.3期 4Q 19.3期 4Q 

 ■au通信ARPA 

+137 

1人当たりのモバイルデバイス数が着実に増加し 
au通信ARPAも前期比で増加 

1.494 

1.455 

+0.０39 



県民の健康をサポートするアプリを開発 
日々の食事から医療機関の受診まで幅広くサポート 

通信(スマートフォン） × ヘルスケアアプリ 

■アプリの機能 

食事の写真を撮るだけで 
カロリーを自動計算 

✔安心サポート 
病院検索 「医療費あと払い」 

歩数に応じて 
消費カロリーを 
自動計算 

 ✔ヘルスケア 
■アプリTOPイメージ 
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FTTH 
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18.3期  
通期    

19.3期  
通期  増 減 増減率 

純増回線数 8,400  8,800 +400 +4.4% 

累計回線数 86,500  95,300 +8,800 +10.1% 

FTTH回線概況・ＡＲＰＵ 

純増回線数、ARPUとも順調に推移 

ARPU（円）※ 5,022  5,015 -7 -0.1% 

※auひかりちゅらARPU 
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2,300  

1,900  
2,100  2,100  

2,600  

2,100  2,100  
1,900  

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

   18.3期          19.3期 

8,400  

18.3期 19.3期 

純増回線数 

四半期毎にバランスよく純増を確保 
通期では前期を上回る8,800で着地 

 【四半期推移】   【通期進捗】  

+400 

-200 
YoY 

8,800 
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※出典：J.D.パワー2019年固定ブロードバンド回線サービス顧客満足度調査は沖縄エリアの固定ブロードバンドインターネット回線 
（FTTHもしくはCATV）を家庭で利用している550名から回答を得た結果 jdpower-japan.com 

J.D.POWER 

 ■受賞式の様子 

auひかりちゅらが2年連続顧客満足度1位を受賞 
2019年もモバイルとのダブル受賞を目指す 

2019年 固定ブロードバンド 
回線サービス顧客満足度No.1 

（沖縄エリア）※ 
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その他のご報告 
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1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

EC

その他 
91 

131 

   18.3期             19.3期 

沖縄セルラーアグリ&マルシェ売上推移 

植物プラントなどの売上が寄与し 
4Qは大幅な増収、通期でも増収を達成 

228百万円 

工場内の様子 

235百万円 

落成式の様子 
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新たな成長分野の育成 

新たな成長分野の戦略投資を実施 
事業領域を広げ、次の収益基盤確立に向けた取り組みを加速 

1992年～ 

   2017年～ 

    2018年～ 

モバイル 

ＦＴＴＨ 

データセンター
オフィスビル 

アグリテック 

1案件50億円を超える
事業投資を推進 

海底ケーブル 

2010年～ 

2019年～ 
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 ■新ビル建築予定地（那覇市東町） 

IoT、ICTを活用する企業が集積する拠点となり 
沖縄から本土や世界に発信するビルを目指す 

■新ビル外観イメージ 

✓空港、モノレール駅やバスターミナル、 
  ビジネスの中心街への良好なアクセス 
✓那覇空港から車で7分 

建設予定地 

ゆいレール 
旭橋駅すぐそば 

戦略投資（データセンター/オフィスビル） 

23 



県内の事業者として初となる海底ケーブル事業を展開 
二重化により強靭な通信ネットワーク環境を構築 

■ケーブル建設イメージ 

戦略投資（海底ケーブル） 

 ■ケーブル新設ルート 

✓東ルートのケーブルに加え、西ルートのケーブルを 
 構築することにより二重化を図る 

ケーブル全長 
 約 ７6０Kｍ 
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戦略投資スケジュール 

19年度～20年度に100億円を超える戦略投資を実施 
20年度以降、順次収益化を見込む 

竣工時期
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項目名 投資額 19年度 20年度 21年度 22年度

海底ケーブル 50億円超

データセンター
オフィスビル 50億円超

収益化

収益化



地元貢献の取り組み① 

こども基金 
               
               
 

離島ケータイ奨学金 
進学のため島を離れる学生に  
携帯電話サービスを3年間無償
提供。延179名を支援 

 ■こども基金  ■離島ケータイ奨学金 
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沖縄の未来を担うこども達を地元の通信会社として支援！ 

沖縄の子供の貧困問題解消に向け、
延24の支援団体に寄付を実施 



  スマホを安心・安全にご利用いただく環境づくり 

地元貢献の取り組み② 

スマホ・ケータイ安全教室 
マナー、ルールを楽しく学んで  
安心・安全にスマホを利用！ 

シニアスマホ教室 
シニアもスマホを使いこなして
より楽しくより便利なスマート
ライフに！ 

 ■スマホ・ケータイ安全教室  ■シニアスマホ教室 
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地元に全力！地域のスポーツ・文化・芸能を応援！ 

地元貢献の取り組み③ 

2８ 

65 団体へ 
寄付/協賛/通信支援※ 

※2018年度実績 



事業を通じた取り組みが表彰・認定 

地元貢献の取り組み④  

Be.Okinawa Free Wi-Fi 

沖縄県に協力して無料公衆無線
LAN（フリーWi-Fi）を無償提供 

ホワイト500認定 

 ■観光功労者として表彰  ■健康経営優良法人2019 
   ~ホワイト500~ 
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従業員の健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に取り組んで
いる大規模法人を認定する制度 



5Ｇ活用（次世代通信技術）を沖縄でも着実に推進 

地元貢献の取り組み⑤ 

地域活性化の連携協定締結 
最先端の情報通信技術を活かして
地域課題解決を目指す 
連携協定を8市町村と締結 

オープンラボin沖縄 
「情報通信技術の進歩がもたらす 
時間と距離を超えた近未来」を
テーマにした技術展示会を開催 

 ■8市町村と連携協定  ■オープンラボin沖縄 
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業績予想 
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百万円 
19.3期  
通期  

20.3期  
通期  増 減 増減率 

   営業収益 67,013  65,600 -1,413 -2.1% 

   営業利益 12,949  13,000 +51 +0.4% 

 当期純利益* 9,326  9,200 -126 -1.4% 

   EBITDA 19,659  19,900 +241 +1.2% 
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*親会社株主に帰属する当期純利益 

連結損益（予想） 



百万円 
19.3期  
通期    

20.3期  
通期  増 減 増減率 

フリーキャッシュフロー 4,607  3,200 -1,407 -30.5% 

      関係会社への 
   貸付増減額を除く 5,410  500 -4,910 -90.8% 
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北大東島基地局 

その他業績（予想） 

設備投資 6,910  11,800 +4,890 +70.8% 



*MVNOおよびプリぺイドを除く 

各事業稼働他（予想） 

19.3期  
通期    

20.3期  
通期  増 減 増減率 

 純増数 27,300  10,000 -17,300 -63.4% 

 総契約数 709,300  719,300 +10,000 +1.4% 

  携帯電話総販売数 238,100  206,000 -32,100 -13.5% 

19.3期  
通期    

20.3期  
通期  増 減 増減率 

純増回線数 8,800 6,000 -2,800 -31.8% 

累計回線数 95,300 101,300 +6,000 +6.3% 

モバイル 

FTTH 

   au通信ARPA* 6,444  6,270 -174 -2.7% 
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62.0 68.0

68.0 68.0

4.4 5.0 7.5
15.0

45.0

60.0
70.0 72.5 75.0 76.0 77.0 78.0 81.5

88.0
96.0

105.0
117.0

136.0

02.3期 03.3期 04.3期 05.3期 06.3期 07.3期 08.3期 09.3期 10.3期 11.3期 12.3期 13.3期 14.3期 15.3期 16.3期 17.3期 18.3期 19.3期 20.3期

期末 中間

※ 2004年11月、2005年9月に株式2分割を実施（配当据え置き）しております。 

※ １株当たりの配当金は13年3月期の期末配当金を100として、これまでに実施した株式分割等に伴う希薄化を調整して表示しております。 

(予) 

※ 2012年10月１日を効力発生日として普通株式１株につき100株の割合で株式分割しております。   

19.3期の期末配当を68円に上方修正 
19期連続の増配を予想 

19期連続増配(予) 

一株当たりの配当金の状況 

130.0 
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   (百万円） 14.3月期 15.3月期 16.3月期 17.3月期 18.3月期 19.3月期 

 営業収益 55,759 59,585 62,656 63,017 65,176 67,013 

  
 電気通信事業 39,149 41,807 43,456 43,924 45,177 46,357 

 附帯事業 16,610 17,778 19,200 19,092 19,999 20,656 

  営業利益 9,159 10,331 11,212 11,703 12,449 12,949 

 フリーキャッシュフロー  3,030 2,495 3,183 2,976 3,859 4,607 

   関係会社への貸付金増減額を除く 1,623 6,301 6,878 8,572 6,562 5,410 

 設備投資（竣工ベース） 11,487 7,268 7,833 6,882 6,392 6,910 

 有利子負債残高 1,500 1,159 743 459 481 302 

【参考】 業績の推移 
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●この配布資料に記載されている業績予想及び契約数予想等はいずれも、当社が現時点で入手可能な情報を基にした予想値であり、これらは経済環境、競争   
 状況、新サービスの成否などの不確実な要因の影響を受けます。従って、実際の業績及び契約数は、この配布資料に記載されている予想とは大きく異なる場合が 
 ありますことをご承知おきください。 
 
●本資料の一切の権利は当社に属しており、方法・目的を問わず、無断で複製・転載を行わないようお願い申し上げます。 

お問合わせ先 
沖縄セルラー電話株式会社 
経営管理部  IR・経営戦略グループ 
ＴＥＬ：098-951-0639  
E-mail：oct-ir@au-mobile.com 


	
表紙 
	19年3月期 サマリ
	連結損益概況
	営業収益・営業利益の状況
	営業利益 増減要因
	修正業績予想対比
	その他業績概況
	設備投資
	モバイル
	モバイル稼働概況・ＡＲＰＡ
	モバイル純増数
	UQモバイル沖縄・au契約数推移
	新料金プラン稼働・解約率推移
	1人当たりのモバイルデバイス数・au通信ARPA
	通信(スマートフォン） × ヘルスケアアプリ
	FTTH
	FTTH回線概況・ＡＲＰＵ
	純増回線数
	J.D.POWER
	その他のご報告
	沖縄セルラーアグリ&マルシェ売上推移
	新たな成長分野の育成
	戦略投資（データセンター/オフィスビル）
	戦略投資（海底ケーブル）
	戦略投資スケジュール
	地元貢献の取り組み①
	地元貢献の取り組み②
	地元貢献の取り組み③
	地元貢献の取り組み④
	地元貢献の取り組み⑤
	業績予想
	連結損益（予想）
	その他業績（予想）
	各事業稼働他（予想）
	一株当たりの配当金の状況
	【参考】 業績の推移
	裏表紙


